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ロータリアンとして、私は以下のように行動する。 

１）個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準をもって行動する。 

２）取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業に対して尊重の念をもって接する。 

３）自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、特別なニーズを抱える人びとを助け、地域社会
や世界中の人びとの生活の質を高める。 

４）ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような言動は避ける。 

５）ロータリーの会合、行事、及び活動においてハラスメントのない環境を維持することを支援し、ハラ
スメントの疑いがあれば報告し、ハラスメントを報告した人への報復が起こらないよう確認する。 

（2019年1月理事会会合、決定119号） 

第2640地区 

https://my.rotary.org/ja/


平和の実践 
 9月21日は「国際平和デー」です。国連総
会はこの日を、24 時間の非暴力と停戦を実
践することで平和の理念にささげる日と宣
言しました。  

 しかし、行動人たる私たちにとって、戦争
を回避するだけでは十分ではありません。世
界に希望を生み出すには、積極的に平和を
訴えていかなければなりません。では、どこ
から始めたらよいのでしょうか？ 

 世界ではあちらこちらで武力紛争が発生
しており、避難民の数はかつてないほど増加
しています。支援の機会は無数にあります
が、暴力と苦難の連鎖も終わりがないように
見えます。  

 私からのアドバイスは、大きく考えながら
小さく始めることです。2020年3月の、国家
間では緊張関係にあるパキスタンとインドの
ロータリー会員の行動がインスピレーション
を与えてくれます。パキスタンとインドからそ
れぞれ約50人のロータリー会員が、パキスタ
ンにあるカルタルプール・サヒブ寺院で会合
を持ちました。ここは、両国で信仰されてい
る宗教であるシーク教の創始者、グル・ナー
ナクを祭る寺院です。両間の緊張により、イ
ンドからの多くの宗教巡礼者が長らくこの寺
院を訪れることができませんでした。しかし、
パキスタンは、2019年、ビザ不要で巡礼でき
る回廊を築いたのです。今年初め、両国の
ロータリー会員が、再度、この寺院で会しま
した。その参加者数は約2倍となりました。 

 平和を築く取り組みには、勇気と大胆さが
必要です。かの国のロータリー会員が行った
ことはまさにこれに当たります。コロナ下で
したが、パキスタン政府は、インド人巡礼者を
カルタルプール・サヒブ寺院に招くことで、
平和に向けて重要な一歩を踏み出し、パキス
タンのロータリー会員も、インドからのロータ
リー会員を友人や家族として歓迎し、次の一

歩を踏み出しました。これこそ、積極的平和
の実践です。  

 平和構築者たちはここで満足したわけで
はありません。今年の集まりでは、クラブの
代表者が、お互いの国について学び合うた
めの長期的なコミットメントを示すため、双子
クラブの締結に調印し、さらなる平和構築活
動のために協力していく決意を示し、ビデオ
チャットで合同例会も開きました。  

 異なる文化圏の人たちとコミュニケーショ
ンを取り、その特色を学ぶことは非常に大切
なことであり、ロータリーを通せば、こういっ
たつながりを簡単に築くことができます。国
を超えた異文化間の関係を構築する方法の
一つは、現行のプログラムを利用し、バー
チャルな手段で意見を交換することです。 

 バーチャル交換では、世界の異なる地域
の人々がより容易につながり、自国の伝統、
考え方、価値観などを紹介し合うことができ
ます。バーチャル交換によって、世界への扉
がさらに開かれ、料理教室、外国語の習得、
グローバルなインパクトをもたらす奉仕プロ
ジェクトの立案などを行うことができるで
しょう。  これらのオンラインでの交流は、
新たなつながりを生み、異なる社会を尊重
する機会となります。そこで学んだ知識を取
り入れ、人類のために生かしていくことが次
のステップです。このツールが私たちに何を
もたらすかが楽しみです。 



ガバナー メッセージ 
2023－2024年度ガバナー 谷 宗光 

皆さんこんにちは！ 

 夏休みも終わり、9月の声を聞く時期なのに、何というこの暑さ！残酷暑お見舞い

申し上げます。 

 先日まで熱戦を繰り広げていた夏の高校野球、何か気づいたことはなかったです

か？ そうです！それは頭髪です。高校球児と言えば？丸刈り！のイメージ。 それ

が今年は、少なくとも７校が長髪。中でも決勝戦まで上り詰めた慶応義塾（神奈川）の

選手たち。 昔流行った、タッチという漫画に出てくる様な爽やかな髪型。あの高校野

球、高野連ですらアップデートしているのですね！ でも変わっていないのは、精一杯

のプレーと、勝っても負けてもの、清々しさ！礼儀正しさ！ やっぱり最高ですね！ 

 そして、ロータリーで9月と言えば「基本的教育と識字率向上月間。ロータリーの友

月間」です。 

 ロータリーの7つの重点分野の一つである「基本的教育と識字率向上」は、この世

界中で、基本的な教育を受けられていない子供達が６５００万人以上いて、７億７,０００

万人以上の成人が読み書き出来ていない地域が有るのです。 

 そうした地域に、基本的な教育を受けられる環境を提供し、識字率を向上させるこ

とで、貧困を減らし健康状態を改善し発展に貢献する活動を行っていきましょう。 

 もう一つが「ロータリーの友月間」です。 

 ロータリアンなら必ず読もうロータリーの友！を合言葉に一冊２５０円機関紙には、

ロータリーに関する様々な記事が満載です。 

 今年、当地区では、ロータリーの友地区代表委員として、中 勇人君（和泉RC）が出

向してくれていますが、雑誌・公共イメージ委員会ともコラボし、サポートして頂いて

います。 

 これからは、読むだけ、見るだけではなく、各クラブ、又は皆さんも、投稿してみま

せんか？ https://rotary-no-tomo.jp/faq.php#title_a 
 

 そして、もう一つロータリーの楽しみ方を増やしてみませんか！！ 

9月は「基本的教育と識字率向上月間」と 

「ロータリーの友月間」です。 

https://rotary-no-tomo.jp/faq.php#title_a


ロータリーの友月間に寄せて 

 「ロータリーの友」 この雑誌は、一か月に一回、ロータリアンの

皆様のお手元に届く機関・情報誌です。 

 この機関・情報誌は、大きく2部に構成されています。 

① RI指定記事、特別月間に関する関連記事、地区や各クラブの

特集記事になっています。 

② ロータリアン個人などの意見や経験談、職業上での知識・見識、または短歌・俳句の

投稿になっています。 

 ①は、私たちロータリアンの仲間が、世界で他地域・他地区でまたは、となりのクラブ

の活動目的・活動状況やその結果など身近に感じられ、各所属クラブの今後の新たな

活動の参考になるような記事が掲載されています。 

 ②は、私のように会員歴が浅い会員、または、ロータリアン以外の方（家族・友人・会社

の方々など）が読まれてもロータリーの理念・目的・地域に根付いた活動内容が簡単に

理解できるような編集記事になっています。 

 「ローリーの友」は、ロータリーの目的を各位理解し、そして活動を推進するものでも

あり、情報を共有することによってロータリアンの共通意識を通じた親睦を図るもので

あると思います。 

 この月間の機会に「ロータリーの友」を今一度、目を通されるお時間を作られること

をお勧めいたします。 

 簡単に「ロータリーの友」に触れるアイテム 

  「ロータリーの友」公式Facebook http://www.facebook.com/TomoRotary 

ロータリーの友 地区代表委員 

中  勇人 

http://www.facebook.com/TomoRotary
https://rotary-no-tomo.jp/faq.php


基本的教育と識字率向上 

「基本的教育と識字率向上」
とは？  
 世界には子どもたちが基本的な教育を受けら
れず、成人が十分に読み書きできない国や地域
があります。そうした地域で基本的教育を提供
し、識字率を上げれば、そのほかの諸問題の解決
（貧困の削減、健康状態の改善、地域社会と経済
の発展、平和構築など）の糸口をつかむことがで
きます。「基本的教育と識字率向上」は、ロータ
リーの7つの重点分野の一つとなっています。 

基本的教育・識字が重視される理由 

 〇すべての女性が初等教育を修了すれば、妊
婦の死亡率は66％減少する。 

 〇読み書きのできる母親を持つ子どもは、読み
書きのできない母親の子と比べて、5歳以上
まで生き延びる確率が50％高い。 

 〇低所得国で全生徒が読み書きを習得した場
合、1億7,100万人が貧困から抜け出すことが
できる。 これは全世界の貧困の12％に相当
する。 

 世界的に、教育・識字の分野では進展が見られ
ています。2014年国連ミレニアム開発目標の報
告書によると、成人と青少年の識字率は上がっ
ており、男女差も縮まっています。しかし、まだ多
くの面で課題が残されています。 

 〇世界で5,800万人の子どもが学校に通って
いない 

 〇4年間の初等教育を受けた後も読み書きの
できない子どもが2億5,000万人いる 

 〇7億8,100万人の成人が読み書きできない 
 

 世界各地のロータリークラブは、基本
的教育の提供と識字率の向上を目指す活
動に取り組んでいます。 

地域社会のニーズを調べる 

 プロジェクトを始める前に、まず地域社会の
「ニーズ」（何が必要か）と「リソース」（何を地元
で調達できるか）を確認することが大切です。こ
れを調べるために、地元の人と協力して、徹底し
た地域調査を行いましょう。調査の段階から地元
の人と協力すれば、適切なニーズが見つけられ
るほか、地元の支持やサポートを得た上で、持続
可能性の高いプロジェクトが実施できます。 

 教育と識字に関する活動では、学校運営者、
教員、親・保護者、生徒、文部省や教育委員会の
代表者とも協力しましょう。 

地域社会のニーズに応える 

 基本的教育・識字のニーズがある場合、その多
くは以下のいずれかのカテゴリーに当てはまる
はずです。 

• 成人の識字教育が必要 

• 子どもたちが学校に通えるよう支援が必要 

• 教育効果を高める支援が必要 

• 教材が必要 

 調査の結果、基本的教育と識字のニーズがな
いとわかったとしても、調査は決して無駄ではあ
りません。むしろ、不必要な活動に時間やリソー
スを費やさずに済み、ほかのニーズが見つかる
こともあるでしょう。 



田辺はまゆうロータリークラブ 

  2023年8月1日(火) 

   会長 山本 敦洋 

   幹事 髙原  歩 

 
 

田辺東ロータリークラブ 

  2023年8月2日(水) 

   会長 谷本  司 

   幹事 西谷 貞彦 

 

 

那智勝浦ロータリークラブ 

  2023年8月3日(木) 

   会長 森岡 一朗 

   幹事 坪井 俊雄 

 

 

海南西ロータリークラブ 

  2023年8月3日(木) 

   会長 川嶋 寛昭 

   幹事 神出 勝治 

 

 

和歌山南ロータリークラブ 

  2023年8月4日(金) 

   会長 小野 正克 

   幹事 岩井 雅之 

 
 



和歌山中ロータリークラブ 

  2023年8月4日(金) 

   会長 戎  敬史 

   幹事 宮本 裕史 

 

 

和歌山アゼリアロータリークラブ 

  2023年8月7日(月) 

   会長 北野 敏夫 

   幹事 宮井 靖輝 

 

 

和歌山ロータリークラブ 

  2023年8月8日(火) 

   会長 川端 貞喜 

   幹事 紀  俊崇 

 

 

羽曳野ロータリークラブ 

  2023年8月9日(水) 

   会長 不死川 浄 

   幹事 黒川 健三 

 

 

高師浜ロータリークラブ 

  2023年8月10日(木) 

   会長 山本 優心 

   幹事 永山 健二 

 



大阪金剛ロータリークラブ 

  2023年8月10日(木) 

   会長 南  啓二 

   幹事 南  和美 

 

 

松原ロータリークラブ 

  2023年8月22日(火) 

   会長 岡  正樹 

   幹事 吉崎 友文 

 

 

岸和田ロータリークラブ 

  2023年8月23日(水) 

   会長 雪本  栄 

   幹事 柿花 江美 

 

 

りんくう泉佐野ロータリークラブ 

  2023年8月23日(水) 

   会長 岩田 利明 

   幹事 中村谷淳子 

 

 

有田ロータリークラブ 

  2023年8月24日(木) 

   会長 川口健太郎 

   幹事 木本 隆昭 

 



堺清陵ロータリークラブ 

  2023年8月24日(木) 

   会長 吉川 美幸 

   幹事 酒井  誠 

 

 

御坊南ロータリークラブ 

  2023年8月29日(火) 

   会長 丸山 晋右 

   幹事 田淵 光彦 

 
 

 

貝塚コスモスロータリークラブ 

  2023年8月30日(水) 

   会長 南  宗久 

   幹事 木下  保 

 

 

泉佐野ロータリークラブ 

  2023年8月31日(木) 

   会長  田 陽彦 

   幹事 大野  浩 

 

 

河内長野高野街道ロータリークラブ 

  2023年8月31日(木) 

   会長 岡本 弥生 

   幹事 浅井 佳苗 

https://www.facebook.com/profile.php?id=100094720458765
https://www.instagram.com/rid2640_public_relations/


2024-25年度RI会長に 

ステファニー A. アーチック氏 

(アメリカ) 
 

 マクマリー・ロータリー

クラブ（米国ペンシルバ

ニア州）会員であるステ

ファニー A. アーチック

氏が、会長指名委員会

により2024-25年度国

際ロータリー会長に選ばれ、エレクトとなりま

す。アーチック氏は女性として史上二人目の

国際ロータリー会長となります。 

 アーチック氏は、コンサルティングと研修を

専門とするDoctors at Work LLC社の共同経

営者兼最高執行責任者です。ペンシルベニア

州立インディアナ大学でリーダーシップ学の

博士号を取得。地域社会で数々の団体の理

事を務め、Zonta  Internationalや Sons  of 

the American Revolutionといった団体から表

彰されています。 

 1991年にロータリー入会。ベトナムに赴い

て小学校建設を援助したほか、ドミニカ共和

国では浄水フィルタの設置を援助。複数のス

ラブ系言語を学び、ウクライナの新ロータリ

アンへのメンタリングやポーランドでのロータ

リー財団補助金プロジェクトの調整役もこな

しました。 

 ロータリーでは、理事、財団管理委員、RI戦

略計画委員長、財団100周年祝賀委員長を歴

任。現在は選挙審査委員会と運営審査委員

会の委員を務めています。ロータリー財団の

メジャードナー、遺贈友の会会員。 

 

 

2025-26年度RI会長に 

ブラジルのデ・カマルゴ氏が 
選ばれる 
 

 サントアンドレ・ロータ

リークラブ（ブラジル、

サンパウロ）会員のマリ

オ・セザール・マルティン

ス・デ・カマルゴ氏が、会

長指名委員会によって

2025-26年度国際ロー

タリー会長に選出されました。対抗候補者が

いない場合、9月15日に正式にノミニーとな

ります。 

 デ・カマルゴ氏はGrafica Bandeirantesの

元社長であり、ブラジルにおける印刷業界の

コンサルタントを務めています。印刷とグラ

フィック業界の関連団体で会長や委員長を歴

任し、これにはブラジル・グラフィック・テクノ

ロジー協会やブラジル・グラフィック産業協会

が含まれます。 

 所属ロータリークラブがスポンサーしてい

る障害のある子どもたちのためのプロジェク

ト、Casa de Esperanca（希望の家）の理事も

務めており、このプロジェクトで毎年、15万人

の障害児を支援しています。 

 米国ならびにドイツに留学経験があり、

EAESP-Fundação Getúlio Vargasからビジネ

ス、 Faculdade de São Bernardo do Campo

から法学の学位を取得。 

 1980年にロータリー入会。国際ロータリー

理事、ロータリー財団管理委員、RIラーニング

ファシリテーター、委員会委員と委員長、タス

クフォースメンバーを歴任し、妻デニースさん

とともにメジャードナー、ロータリー財団ベネ

ファクターとなっています。 

【ＲＩニュース】 



 現在、My ROTARYをさらに使いやすくし、会員や参加者のニーズによりよく応えるた
めに、主な機能のアップデートが行われています。 

 年間を通じて以下の改良が加えられる予定です   

  〇使いやすくてモダンなデザイン 

  〇新しいサイトナビゲーション 

  〇役割に応じてカスタマイズされたホームページ 

  〇ログインの改善 

  〇改良された検索機能（情報、クラブ、会員の検索） 

 なお、フォーラムは2023年末までに漸次廃止となり、代わりに、会員が互いにつなが
ることを可能にするより現代的なオンラインフォーラムが利用可能となります。 

 これらの変更は段階的に行われるため、My ROTARYに頻繁にアクセスして最新情報
をご確認ください。 

【ＲＩニュース】 

My ROTARY が アップデート 



 10月24日は、「世界ポリオデー」です。ポリオ根絶をめざす活動やイベントの計画をク
ラブでも既に立てているでしょうか。これから計画を立て始めるという方は、これらの
写真からインスピレーションをもらいましょう。日本からも、是非、ご参加ください。 

【ＲＩニュース】 

「世界ポリオデー」 10月24日 

  日本からもロータリークラブとローターアクトクラブがポリオ根絶を支援しているこ
とを世界に伝えるために、活動やイベントを行ったクラブは活動記録用フォームにご入
力ください！活動やイベントの大小は問いません。 https://on.rotary.org/3oXvDfK  

 ペットボトルキャップを集めてポリオ根絶を目指す参加型プロジェクト
「RECYCLE TO END POLIO」が 世界の子どもにワクチンを 日本委員会 
(JCV) の主催で開始されました。EXILE の TETSUYA さんがアンバサダー
となっており、プレス向けイベントにロータリーからもポリオ根絶コーディ
ネーターの高柳さんがEND POLIO NOWのTシャツを着て出席し、ポリオに関
する説明を行いました。EXILE TETSUYAさんはEND POLIO NOWのピンも着用
してくださいました！ 

 ペットボトルキャップの回収だけでなく、SNS
を通じたキャンペーンでポリオワクチンの資金
を集めるこの取り組みにご協力ください（資金
はユニセフを通じてワクチン購入費に充てられ
ます）。 ポリオ根絶 という共通の目標に向け、
「捨てる」を「救う」に変えていきましょう！ 

https://on.rotary.org/3oXvDfK
https://on.rotary.org/3oXvDfK
https://exile.jp/news/detail.php?id=1110035&fbclid=IwAR3qHmNpma_0ETxSa1cd9ZdBLyuSEmLycpcqbVbEwc_f_sBJaE7a1-xXsfw


【ＲＩニュース】 

ロータリーにおける 
女性の活躍の促進に尽力した会員をご推薦ください 

 「シルビア・ウィットロック・リーダーシップ賞」は、ロータリーにおける女性の活躍の促

進に尽力した、毎年1名のロータリー会員を称える賞です。 この賞は、2017年に会員の

グループによって設立され、初の女性ロータリークラブ会長となったシルビア・ウィット

ロック氏にちなんで名づけられました。ウィットロック氏は、ロータリーを通じて世界中の

女性のため、変化の先頭に立ってきました。 会員であれば誰でも、会員義務を果たし

ているほかの会員を推薦することができます。推薦期間は毎年8月1日～9月30日で

す。 昨年は、多くの女性・女児に好ましい変化をもたらす活動を行っているメイ・チンメ

イ・ルーさん（台湾、第3481地区）が本賞を受賞しました。 ロータリーにおける女性の活

躍の促進に尽力した方をご存知の方は、ぜひ本賞にご推薦ください。 

推薦期間は毎年8月1日～9月30日 

 国際ロータリー「シルビア・ウィットロック・リーダーシップ賞」の最初

の受賞者となったルー・チンメイさん（台湾、台北台美ロータリークラ

ブ）は、30年以上にわたり、世界中の女性や女児、そのほかの人びと

のために活動してきました。 ネパールの女児たちの教育、インドの子

どもたちの予防接種、ウガンダの女児たちの月経帯の縫製の支援、台

湾の視覚障害のある人びとの支援など、その活動は多岐に渡ります。 

https://rotary.qualtrics.com/jfe/form/SV_73rEh9vokrFqwpU


【地区活動報告】 

 米山記念奨学委員会では８月５日～６日米

山奨学生研修旅行として、茨城県つくば市に

て開催の第３回米山学友による世界大会「再

会in関東」に参加してきました。 

 早朝からつくばへ移動し、登録を済ませ各

地区学友会紹介ポスターや米山学友関連会

社のビジネスポスターの見学、各国や各地の

お菓子を並べた交流の広場での歓談をへて

本会議に出席。その後移動しての晩餐会。翌

日は実行委員会手配のつくば先端施設見学

ツアーでJAXAや地質法本館などを見学し帰路につきました。 

 米山記念奨学会理事樫畑直尚パストガバナーはじめ奨学生21名中20名（1名は学会発表

のため欠席）、学友15名、カウンセラー1名、引率委員7名が参加し、その中には今大会実行

委員長朴 貞子さん（2006-2008・岸和田RC・現東京米山友愛RC会員）や現在は地区学友に

登録のなかった程 禎珌さん（1996-1998・岸和田RC）、李 弘鵑さん（2002-2003・泉大津

RC）、孟 繁陽さん（2007-2008・河内長野RC）も参加されていました。 

 あらゆる国の奨学生・学友が70歳くらいから20代まで900人あまりが集い、また、全体で

は1250名の参加があり、まさしく再会のイベントでした。会場のあちらこちらで笑顔の歓談

があったり同郷の学友の多さに圧倒されたり新たな繋がりができたりと奨学生と学友に

とって実り多き研修旅行となりました。 

第３回米山学友による世界大会「再会in関東」へ参加 

地区米山記念奨学委員長 新本 憲一 



【地区活動報告】 

 ７月29日(土) 和歌山ビッグ愛に於いて、地区内各クラブの雑誌・公共

イメージ(広報)委員長にお集まりいただきました。 

 まずは、「ロータリーの友」誌について中委員より、友誌購読に関して

の各クラブの現状の確認と記事投稿に関しての留意点の説明がありまし
た。 

 続いて公共イメージ（広報）
に関しての会議に入りました。 

 １部は今年度の当委員会の活動の1つである、

ガバナー公式訪問の様子をFacebook・Instagram
を通して掲載する趣旨目的について説明し理解

と協力を依頼しました。少しでもこの活動が広が
るように地区委員会・クラブが一致協力すること

をお願いしました。 

(後日、IT委員会のご協力により地区HPからもアクセス出来るようになりました) 

 2部は、テーブルディスカッションとし各テーブル別に意見交換等を行い、他クラブの広

報活動や情報共有を行いました。議論は、活発に行われ様々な意見が出されました。 

代表的な意見として 

 (1) 各クラブの奉仕事業の日時・内容の告知をしたらどうか？ 

   ガバナー公式訪問・地区大会が終了次第、新たな展開として検討していく 

 (2) 各クラブの週報を見てみたい 

   地区大会で実現すべく検討中 
 

 今後もクラブの皆様と意見を賜りまた交換しながら、活動していきたいと考えておりま
す。 何卒、よろしくお願いいたします。 

 

クラブ雑誌・公共イメージ委員長会議 

地区雑誌・公共イメージ委員長 河合 真吾 



【地区活動報告】 

 2024-2025年度の長期交換学生の募集をしたところ、2640

地区内から4名の応募があり、7月23日に選考試験と谷ガバ

ナーによる面接を行ったところ、全員の合格が決まりました。 

 8月27日に第1回目のオリエンテーションを谷

ガバナー、野村ガバナーエレクトのご臨席の

上、ROTEXのメンバーにもお手伝いを頂き、開催

致しました。この日は、青少年交換プログラムの

概要についての説明と申請書類の記入指導を行いました。次年度の

派遣候補生の希望を聞くと、アメリカとオーストラリアを希望されているようです。 

 一方、2023-2024年度の長期交換は既に始まっており、Outboundの学生さん3名

はアメリカのミネソタ州とネブラスカ州に到着しており、Inboundの学生さん2名は、ア

メリカのミシガン州とネブラスカ州から日本に到着しております。次回のオリエン

テーションは、9月17日に予定しております。Inboundの学生さんと派遣候補生が同時

に参加する形でのオリエンテーションになります。今後のオリエンテーションでは、派

遣候補生には英語で、Inboundの学生さんには日本語でのスピーチをして頂きます。 

第1回派遣候補生・受入学生オリエンテーション 

地区青少年交換委員長 豊岡 敬 



【クラブ活動報告】 

福祉型児童発達支援センター「若竹園」の支援 

海南ロータリークラブ 

 7月29日（土）に開催された、社会福祉法人 琴
の浦リハビリテーションセンター 福祉型児童発達
支援センター「若竹園」の夏祭り行事に参加。イベ
ント用お菓子50セットを支援しました。 

 近年、新型コロナウィルス流行により、本奉仕活
動は「行事用お菓子等」の支援に留まっていた
が、本年4年ぶりに行事参加を伴う奉仕活動が行
えた。当日、クラブメンバー５名が参加しました。 

 子供たちはそれぞれに「夏祭り」のイベントや
ゲームを楽しみ、輝く笑顔に、メンバーの心も和みました。 

 対象施設の行事は「夏祭り」、「運動会」、「クリスマス会」と年間を通じ3回行われ、当
クラブによる支援活動は、30年を越え、継続的奉仕活動として行っています。 

 若竹園は、和歌山県が、1973年11月（昭和48年）に、県下で唯一の肢体不自由児通園施設として開園し

ました。平成2８年４月より和歌山県から施設・設備の譲渡を受け、福祉型児童発達支援センター若竹園と

して、社会福祉法人琴の浦リハビリテーションセンターが直接運営をしています。 

写真は、園長の植田先生からの提供  



【クラブ活動報告】 

第31回 ふるさと海南まつりに出店 

 8月13日(日)、第31回ふるさと海南まつりに海南東ロータリークラブが出店しました。 

 ふるさと海南まつりは、和歌山県海南市の夏の最大の
おまつりで、久しぶりにふるさとに帰ってくる家族を温か
く迎え、人と人との交流と憩いのまつりとして、毎年、お盆
に開催していました。コロナの影響でしばらく中止してい
ましたが、今年は、復活。４年ぶりに開催されました。 

 当クラブでは、ロータリーの公共イメージ、認知度を高
めるため、多くの市民が参加する同まつりに以前からロー
タリーデーとして出店しています。店先にはロータリーの
活動紹介、ポリオ撲滅、米山奨学生の支援を掲げ、収益金
は寄付しています。 

 今回は、当クラブでお世話している米山記念奨学生の
ファム トゥ ヒエン さんの協力で、ベトナム料理（ベトナム
焼きそばのミーサオ、クレープのバンセオ、スイーツの
チェー）を中心に各飲料の販売を行いました。当日は台風
の接近もありましたが、何とか天候にも恵まれ、全体で約
45,000人(主催者発表)の来場があり、賑わいました。 

 ロータリーのお店では、会員及び会員家族のお手伝い約20名で運営。米山記念奨学生の
ファム トゥ ヒエン さんも参加し、日頃、あまり体験できない祭りでの販売活動の職業体験、
学園祭感覚のノリで、暑い中、一緒に協力し、共に汗をかきました。来店者は約600人。沢山の
売上協力をいただきました。収益金は米山記念奨学会等へ寄付させていただきます。 

海南東ロータリークラブ 



【クラブ活動報告】 

谷 宗光ガバナーを囲む合同例会 

 8月30日(水)、谷 宗光ガバナーを囲んでの合同例会

を開催いたしました。 

 総勢54名、和気あいあいとした雰囲気のなか親睦を

深める貴重な機会となりました。 

和泉南ロータリークラブ 

和泉ロータリークラブ 

第2640地区 











第１地域コーディネーター 

今井 高志（弘前RC) 

 第一地域ロータリーコーディネー
ター補佐(ARC)の今井高志(弘前RC)
です。橋岡久太郎RCを補佐する立場
で、担当地区は第2830地区(青森)、
第2540地区(秋田)、第2800地区(山
形)、第2560地区(新潟)となってい
ます。 

 昨年度を振り返ると、GETSや地域リーダー会議等
の会議には出席したものの、他地区に出向いての支
援活動は出来ませんでした。唯一、第2540地区の淡路
ガバナー(当時はDGE)から、地区研修協議会で話をし
て欲しいと要請がありましたが、日程が合わず、橋岡
RCにお願いしてしまいました。 

 RC(含むARC)の大事なミッションとして「会員増強」
がありますが、我が第2830地区を例に検証してみた
いと思います。 

 第2830地区の会員数は、本年7月1日現在で1103名
です。2011年の東日本大震災の頃から1200名を切り、
当時のガバナーが「ミラクル1200」というスローガン
を掲げ、その後も1200名まで戻そうと必死に取り組ん
できました。 

 私がガバナー(2018-19年度)の時も会員増強につ
いて「各クラブ1名以上増強、とくに40歳未満の若者
と女性」を掲げ、「会員が増えればクラブが活性化し、
資金も増え、さらなる奉仕活動ができ公共イメージが
上がる、公共イメージが上がれば、一緒に奉仕活動を
やってみたい会員が増えるはず」と言ってきました。 

 1100名を切ると他地区と合併させられるかもとい
う危機感から一時1200名を超えた年度もありました
が、結局、毎年70～80名の新会員が入っても、同じか
それ以上の退会者が出て、ここ数年は1100名前後と
なっています。 

 いろいろ取り組んできて結果が伴わないのは、取組
方法が間違っているのかと思ったりするが、恐らく「質
と量の掛け算の面積」が足りないのだろうと思う。つ
まり、「入会勧誘の声がけをする」という方法は間違っ
ていないが、単に「ロータリーに入って」だけでは入会
してくれない。「ロータリーに入れば、どんな良いこと
があるのかを、実体験をもとに話をする」という質を
上げて、しかも「たくさんの方に声を掛ける」という量
も増やし、面積を拡げる必要があります。 

 ただ、私も含めかなりの方が、会員増強＝新入会員
と思っていました。もちろん、新入会員を増やすこと
は大事ですが、同時に退会者を減らすことを考えな
いと、会員減少という現状を打破できません。入会し
て程なく、「入会して良かった」と思ってもらえるクラ
ブにしていかなければならないと思います。 

 そのためには、クラブにDEIを取り入れなければなり
ません。多様な方を受け入れて、みんなを公平に扱っ
てくれて、何より一人ひとりの居場所があるクラブ、
そして本心からお勧めできるクラブになれば、新入会
員は増え、退会者は少なくなると思います。ぜひ、そ
んなクラブ作りを目指していきたいと思います。 

 

第１地域 公共イメージコーディネーター補佐  

寺嶋 哲生（柏RC） 

 2023年7月23日Zoomにて３地域合同
による「公共イメージ向上セミナー」
が開催されました。各地区ガバナーや
公共イメージ向上委員長始め、地域
コーディネーターと同補佐、 

日本事務局を含む総勢約150名の参加
を頂きました。 

 冒頭、佐藤芳郎RI理事から「日本のロータリー会員
数は、下げ止まった感がある。ポリオ根絶・クリエイト
ホープに因んだ行事を行って地区とクラブ活性化の
一助とし、ロータリーを育てよう」と、呼びかけられま
した。 

 次いで、R1田中久夫ARPICから「公共イメージを向上
させる目的と期待される効果」・R3簡仁一ARPICから
「ロータリーブランドとロゴの重要性」と題し、示唆に
富む講話を頂きました。 

 更に「クラブ活性化につなげるために」と題し、R2
桑澤一郎ARPICから「日本のロータリーとしてのポータ
ルサイトの設置と登録依頼」について、R3深尾兼好
ARPICから「世界ポリオデーフォトコンテスト」について
の説明を頂きました。 

 続いて「世界ポリオデーに向けての計画発表」とし
て、2590地区大塚正一公共イメージ委員長から「第2
回世界ポリオデーJR桜木町駅前広場」・2660地区貴島
陵太郎実行委員長から「END POLIO NOWチャリティー
ハロウィンパーティー」・2680地区田中正喜公共イ
メージ委員長から「ポリオデーIN神戸まつり」・九州4地
区を代表し田村香代子公共イメージ部門長から「九州
4地区合同CREATE HOPEプロジェクト・いっしょにやろ
う」についての紹介を頂きました。 

 質疑応答の時間では、2760地区伊藤靖祐RRFCから
各地区における事業予算の調達についての問いかけ
があり、夫々の地区からは様々な工夫と苦労について
の率直な回答がありました。 

 セミナーの最後に三木明R財団管理委員会委員か
ら講評を賜り、充実したセミナーを実施した主催者に
対する謝辞と共に、ローターアクターである2660地区
貴島陵太郎実行委員長に対し、今後の更なる活躍を
期待する旨の激励がありました。 

次ページへ 



 結びに、R3丸尾研一RPICから「ポリオ根絶に決
意を新たにした」との言葉を頂きました。 

 参加者からは、公共イメージの向上の必要性に
対する理解が進み、ポリオデーの企画立案に関
する有益なヒントを得られたなどの感想が寄せら
れ、充実したセミナーを実施できたものと思われ
ます。 

 

第１地域 財団地域コーディネーター 

梶原 等（千葉RC） 

ポリオ根絶と10月24日世界ポリ
オデーについて 

 ロータリーと共にポリオをな
くそう。野生型ポリオウイルスに
より感染してしまう恐れのある
子供たちを一日も早く救い出そ
うとして1980年代に世界的な奉
仕プロジェクトとしてロータリーが世界に先駆け
て取り組みを開始、以来現在でも、第一優先項目
にあげられているのがポリオ根絶活動です。 

 そして日本のロータリーとしては２年ほど前か
らエンドポリオの活動とロータリーに対する理解
を高めるべく10月24日の世界ポリオデーに国内
を上げてのエンドポリオの周知・募金（寄付）、そし
てロータリーの活動を広報するイベントを一斉に
開催しましょうという動きが全国各地で開催され
るようになりその波は徐々に拡大し昨年はフォト
コンテストを取り入れるなどの工夫もなされ各地
区のロータリー活動に浸透してきました。 

 そこでエンドポリオイベントを開催するにあた
りいくつかの注意点を確認しましょう。 

 現代の日本人にはポリオと言ってもピンとこな
いのが現状です。 

 先ずはロータリアンである私達がポリオを正し
く理解しその上でエンドポリオの必要性をPRする
事です。 

 又、寄付は理解者からの支援であり、一般市民
から頂く寄付に関しては理解を得られる方からの
ご奉仕であり強制的にならない様に十分気を付
ける事が大切です。更に一般市民の方々には寄
付をお願いするよりも世界の中には現在もポリ
オで犠牲になっている子供たちが沢山いる事を
知ってもらう事です。 

 ロータリーが何故エンドポリオ活動を行ってい
るかという事を理解して頂きエンドポリオが世界
中で大切な活動である事をPRしていく事です。 

 広報活動の方法は色々な事が考えられます。
市民の方々にポリオを正しく理解して頂ければ寄
付もロータリー活動も十分な理解が得られます。 

 活動や広報の方法として地区全体で行うイベ
ントと同時に各グループ（分区・ブロック）ごとに
ガバナー補佐を中心に同日、出来るだけ同じ時
間帯、地区内各所でエンドポリオイベントを開催
する事が効果的です。これは各グループやクラ
ブが地区の要請やお膳立てだけでなく主体的に
且つエリアを絞ることにより地元地域の社会に
エンドポリオとロータリーをPRする絶好の機会に
なります。地区主導イベントでは地区委員会がテ
リトリー内のメジャーな場所で開催し、各グルー
プやクラブは各々のエリアで個々に開催。出来た
らオンライン配信を活用し各地を中継で結ぶな
どの工夫をするとより一体感が生まれるでしょ
う。各地区ガバナーを中心に各ガバナー補佐の
リーダーシップの下、地区全体が動き出すような
インパクトのあるポリオデーを開催してみません
か。10月24日の世界ポリオデーに向けて地区、グ
ループ（分区・ブロック）各クラブでロータリーの
PR、そしてエンドポリオ活動を推進しましょう。今
年度もフォトコンテストを実施します。各地区エン
ドポリオの活動報告を楽しみにしています。 

                        







 

   ガバナー月信の表紙写真、活動の情報をお寄せください。 

 ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活
動に役立ててもらうため、情報収集と紙面の充実に努めています。 

 皆様のご協力をお願いします。 

 お寄せいただける活動情報は、文書面、 資料、写真をメールでガバナー事務所
へご送信ください。 また、毎号の表紙写真も併せてご提供ください。 
 

   地区IT・ガバナー月信委員会 

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : tan i@r id2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 

講演「日本からの教訓」 講師リチャード・ E.ダイク氏（東京RC) 

mailto:tani@rid2640g.com
https://yoneyama-umekichi.jp/reisai.html

